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丸
山
印
刷
株
式
会
社

と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
そ
の
要
因

に
つ
い
て
、北
野
取
締
役
は「
搬
入
前
に
担
当

の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
4
人
と
、K
G
C（
小
森
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
）・
西
日
本

支
社
に
赴
き
、オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
講
習
を
重
ね

る
こ
と
で
不
安
を
解
消
し
て
い
っ
た
」 と
話
す
。

講
習
に
参
加
し
た
北
風
課
長
は 「
講
習
で
実
機

の
操
作
や
、搬
入
時
に
K
O
M
O
R
I
の
方
に

指
導
を
受
け
た
こ
と
で
、操
作
性
や
給
水
機
構

の
違
い
が
理
解
で
き
、特
に
困
る
こ
と
は
な
く
、

ほ
ぼ
垂
直
に
立
ち
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
と
思

い
ま
す
」 と
振
り
返
る
。

新
た
に
搭
載
さ
れ
た
機
能
が
こ
れ
ま
で
の

課
題
を
解
決
し
、
生
産
の
効
率
化
が
図
れ
て

い
る
。
濱
田
部
長
は
短
納
期
ニ
ー
ズ
の
増
加
に

つ
い
て
、「
こ
れ
ま
で
は
イ
ン
キ
の
乾
燥
待
ち

の
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。
唯
一
の
U
V
機
も
菊

半
裁
機
で
、
前
工
程
で
白
紙
断
裁
が
必
要
で

し
た
。
菊
全
の
L
E
D
機
を
導
入
し
た
こ
と
で
、

断
裁
の
手
間
と
コ
ス
ト
を
か
け
ず
に
短
納
期

対
応
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
」 

と
語
る
。
乾
燥

待
ち
時
間
も
な
く
、
生
産
計
画
も
立
て
や
す

く
な
っ
た
と
い
う
。

ま
た
、
同
社
で
は
本
機
校
正
の
仕
事
が
非

常
に
多
い
。
北
風
課
長
は
、「
ハ
ン
デ
ィ
ー
タ

イ
プ
の
濃
度
計
で
ベ
タ
パ
ッ
チ
を
計
っ
て
い
た

た
め
、
品
質
の
厳
し
い
も
の
は
色
合
わ
せ
に
1

時
間
以
上
か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
分
光

式
色
調
管
理
装
置
P
D
C-

S
X
を
導
入
し
た

こ
と
で
、
今
で
は
30
分
く
ら
い
で
高
品
質
か
つ

濃
度
差
の
な
い
も
の
が
刷
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
」。
ま
た
、
濱
田
部
長
は
色
の
立
ち
上

げ
に
つ
い
て
、「
濃
度
が
グ
ラ
フ
で
確
認
で
き
、

基
準
値
に
入
っ
て
い
れ
ば
、
誰
が
見
て
も
O
K

と
判
断
で
き
る
。
色
に
対
し
て
悩
む
こ
と
が
な

く
な
り
非
常
に
楽
で
す
」 

と
評
価
す
る
。

北
野
取
締
役
は
、品
質
検
査
装
置
P
Q
A-

S

に
つ
い
て 「
検
査
装
置
は
必
須
に
な
っ
て
い
ま

す
。
検
査
機
あ
り
き
の
仕
事
も
あ
る
が
、
自

信
を
も
っ
て
品
質
保
証
で
き
ま
す
」 

と
語
る
。

北
風
課
長
は「
従
来
は
別
の
部
屋
の
紙
面
検
査

装
置
で
検
査
し
て
い
た
の
で
、
時
間
も
人
件
費

も
か
か
っ
て
い
た
。
P
Q
A-

S
は
イ
ン
ラ
イ
ン

で
検
査
し
た
状
態
で
刷
り
上
が
る
の
で
、
す
ぐ

に
後
工
程
に
ま
わ
せ
ま
す
。
品
質
要
求
が
厳
し

い
中
、
こ
の
速
さ
は
メ
リ
ッ
ト
で
す
」 

と
話
す
。

生
産
性
向
上
に
最
も
寄
与
し
て
い
る
の
は
、

印
刷
ス
ピ
ー
ド
の
変
化
だ
。
従
来
の
1
万
回
転

前
後
の
仕
事
が
、
最
高
速
度
1
万
6
5
0
0
回

転
で
生
産
で
き
る
と
い
う
。
そ
れ
を
支
え
て

い
る
の
が
、
ア
ド
バ
ン
ス
の
給
排
紙
性
能
だ
。

「
給
紙
設
定
が
自
動
で
で
き
ま
す
。
用
紙
種
別

に
よ
る
エ
ア
ー
調
整
を
記
憶
さ
せ
て
い
る
の
で
、

今
は
最
高
速
で
印
刷
で
き
て
い
ま
す
」。 

結
果
、

1
日
の
ジ
ョ
ブ
数
が
大
幅
に
増
加
し
た
。
本
格

稼
働
か
ら
２
カ
月
で
、
す
で
に
品
質
や
生
産
性

に
良
い
変
化
が
表
れ
て
い
る
と
い
う
。

「
こ
の
導
入
を
機
に
、
お
の
お
の
の 『
標
準
』 

を
見
直
し
、
カ
ラ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
も
取
り

組
ん
で
い
く
」 

と
話
す
丸
山
社
長
。
さ
ら
に

K
P-

コ
ネ
ク
ト
に
よ
る 「
見
え
る
化
」 

も
推

進
す
る
と
い
う
。「
機
械
稼
働
が
自
動
で
記
録

さ
れ
、
客
観
的
な
報
告
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
全
員
が
同
じ
デ
ー
タ
を
見
て
考
え
ら

れ
る
こ
と
は
、
次
の
変
化
を
生
み
出
す
た
め
に

非
常
に
大
事
な
こ
と
で
す
」 

と
情
報
共
有
の
重

要
性
を
強
調
し
た
。

最
後
に 「
戦
略
の
中
心
に
あ
る
の
は 『
感
情
・

感
動
』。
価
格
以
外
の
評
価
項
目
に
重
点
を
置

い
て
活
動
し
て
い
き
た
い
」 

と
語
っ
た
。

丸
山
社
長
は
、
丸
山
印
刷
㈱
の
特
色
と
し

て
、
カ
レ
ン
ダ
ー
の
印
刷
・
製
本
・
加
工
や
、

各
種
ラ
ベ
ル
の
デ
ザ
イ
ン
・
印
刷
・
加
工
ま
で

の
一
貫
製
造
を
挙
げ
る
。
全
国
カ
レ
ン
ダ
ー
展

（
日
本
印
刷
産
業
連
合
会
）で
複
数
の
受
賞
歴

を
持
つ
な
ど
、
製
作
物
の
評
価
も
高
い
。

同
社
で
は
、
複
数
台
あ
る
設
備
の
老
朽
化

が
進
ん
で
お
り
、
生
産
性
、
品
質
な
ど
は
オ
ー

バ
ー
ホ
ー
ル
に
よ
り
当
初
の
ス
ペ
ッ
ク
を
保
持

し
て
い
る
も
の
の
、
故
障
や
部
品
手
配
の
心
配

が
尽
き
な
か
っ
た
。
ま
た
一
方
で
、
短
納
期
に

対
応
で
き
る
機
械
も
求
め
て
い
た
。
久
し
ぶ

り
の
設
備
更
新
に
あ
た
り
、
丸
山
社
長
に
は 

「
変
化
を
製
造
部
に
も
た
ら
し
た
い
」 

と
い
う

並
々
な
ら
ぬ
思
い
が
あ
っ
た
。「
短
納
期
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
準
備
・
切
り
替
え

を
よ
り
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
今
ま
で
の
や
り
方
が
ダ
メ
と
い
う

わ
け
で
な
く
、
今
ま
で
の
延
長
線
上
で
は
な
い

と
い
う
感
覚
を
、
多
く
の
人
に
持
っ
て
も
ら
い

た
か
っ
た
。
き
っ
か
け
が
あ
れ
ば
、
人
は
変
化

し
や
す
い
。
K
O
M
O
R
I
の
機
械
を
導
入
す

る
こ
と
で
、
設
備
面
か
ら
生
産
力
を
高
め
る
と

同
時
に
、
人
の
心
を
変
え
た
い
と
い
う
思
い
が

あ
り
ま
し
た
」 

と
話
す
。

検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
K
O
M
O
R
I
機
を

導
入
し
て
い
る
会
社
4
社
を
見
学
し
た
。
製
造

部
の
北
野
取
締
役
は
、「
見
学
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
会
社
の
社
長
や
工
場
長
に
は
、
そ
の
後

も
相
談
に
の
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
」 

と
語
る
。

決
断
の
後
押
し
と
同
時
に
新
た
な
縁
も
生
ま

れ
た
。

2
0
2
3
年
2
月
か
ら
、L
E
D-

U
V
搭
載

リ
ス
ロ
ン
G
4
0
ア
ド
バ
ン
ス
を
本
格
稼
働
さ

せ
た
。
既
設
機
と
操
作
性
の
違
う
新
台
は
非
常

に
短
い
期
間
で
立
ち
上
げ
が
完
了
し
、生
産
機

K
O
M
O
R
I
の
リ
ス
ロ
ン
G
4
0
ア
ド
バ
ン
ス
を
導
入

高
生
産
性
・
高
品
質
の 

「標
準
」
を
つ
く
る

　
兵
庫
県
に
本
社
と
工
場
を
構
え
る
丸
山
印
刷
株
式
会
社
は
、1
9
1
4

年
に
創
業
、1
0
9
年
の
歴
史
あ
る
印
刷
会
社
。
地
域
に
根
差
し
て
、

デ
ザ
イ
ン
、企
画
か
ら
プ
リ
プ
レ
ス
、プ
レ
ス
、ポ
ス
ト
プ
レ
ス
ま
で

一
貫
製
造
体
制
を
整
え
て
き
た
。昨
今
は
短
納
期
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
な

ど
、生
産
の
効
率
化
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
、L
E
D-

U
V
搭
載

リ
ス
ロ
ン
G
4
0
ア
ド
バ
ン
ス（
菊
全
判
6
色
オ
フ
セ
ッ
ト
枚
葉
印
刷

機
）と
ア
プ
リ
シ
ア
C
T
X
1
1
5（
プ
ロ
グ
ラ
ム
油
圧
ク
ラ
ン
プ
大

型
断
裁
シ
ス
テ
ム
）を
導
入
し
た
。
導
入
の
狙
い
や
効
果
に
つ
い
て

丸
山
恵
右
社
長
、取
締
役 

製
造
部
の
北
野
芳
朗
氏
、部
長
の
濱
田
好
則

氏
、
課
長
の
北
風
一
美
氏
、
係
長
の
安
東
恭
司
氏
に
お
聞
き
し
た
。

代表取締役社長

丸 山  恵 右 氏

新
台
と
K
P-

コ
ネ
ク
ト
で

新
た
な「
標
準
」を
つ
く
っ
て
い
く

不
安
は
講
習
で
解
消

導
入
3
週
間
で
本
格
稼
働

前
向
き
な
変
化
が

生
産
性
向
上
に
寄
与

新
し
い
設
備
が
も
た
ら
す

「
心
の
変
化
」
に
期
待

HYOGO

取締役  製造部
北野 芳朗 氏
「リスロンG40アドバンスは基
本性能がいいです。最高印刷
速度16,500回転で普通に印刷
できるんです。びっくりしました」

製造部  部長
濱田 好則 氏
「インキ汚れが少なく、機械
もきれい。工場の5Ｓ（整理・
整頓・清掃・清潔・しつけ）の
改善にもつながっています」

「検討・導入に当たって、予防保全、サービス体制
 にKOMORIの組織力の高さを感じました」

本社 /兵庫県高砂市神爪1-11-33
https://www.maruyama-p.co.jp/

TEL / 079-432-1511

◀インタビュー動画はこちら
https://go.komori.com/op219/youtube/maruyama-p/

製造部  印刷課  係長
安東 恭司 氏
「KOMORIの研修は濃い内容
でした。日々の印刷では、開始
から完了まで『検査』を機械に
任せ、安心して作業ができます」

製造部  印刷課  課長
北風 一美 氏
「最初に設定した濃度で追い込
んでいけば、その後はほぼその
まま色が出る感覚です。時間や
手間を大幅に減らせています」

「この2カ月、自分なりにこの機械
のいいところや、効率の良い作業
性を考えながらやってきた。かな
りうまく使えるようになったと思
っています。これからもっともっと
いろいろな面で速く仕事をこなし
て、製造高を上げていきたいと思
っています」
（安東係長）

濱田部長は「いろいろ評価
した資材品の中でもK-サ
プライは安定していると
思います。一般的に金、銀
インキは難しいですが、ア
ドバイスをいただきながら
使っていきたい」と話す。

油性では乾燥時間が必要となるた
め、菊全の機械で24時間回すと、
パレットで10数台分にも及ぶ滞留
が発生していた。リスロンG40ア
ドバンスで刷り上がったものは、
素早くアプリシアCTX115などの
後加工へ持っていけるようになった。


